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りに，カッツc* 環の作用 .c 本環の意味の誘導表現を用いることによって特徴づけが行なわれる。
第 l 章では荷重の誘導，誘導表現及び誘導荷重の双対i性について，従来よりも一般的な状況において
* 考察した。 1 - 1 から 1 -4 は第 2 章の準備も兼ねている o 1 -5 ではw.:_ 接合積の二重誘導荷重を考
え， 1 -6 ではC 本接合積における森田同値性を考察した。
第 2 章では第 1 章の結果を用いて接合積のトレースが誘導されたものである乙とを，商群から標準的
に作られるカッツC 本環の作用で不変であることによって定式化した。また同様の方法によって部分群
の対による二重誘導表現の特徴づけが行なえることを示した。




C本環AI乙局所コンパット群G が作用 α によりその自己同形群として作用しているとき，これから接
合積P =c 本 (A • G • a) をつくることは， c* 環を構成するための基本的な手段である。このとき，
A.P 上の種々な対象が相互にどのような関連をもっているかということの解明は理論構成上重要であ
る。
本論文は， p 上の下半連続かっ半有限なトレース￠が， Aのトレースから持ち上がった形のものであ
るための必要十分条件を与えている。まず α と関連して余作用。: p-..p ( L(G) (L(G) はど
(G) 上の全作用素環)を定義する口また， J は L(G) の対合とするとき ， cp が S ， j lこ関して不変，
というのがその条件である。
第 1 章は，いろいろな概念，記号の定義ならびに定理の証明に用いられる準備的命題を述べている。
第 2 章は主定理の証明。第 3 章は応用としてハイゼンベルグ型群の表現を精細に調べている。
c* 環の接合積の理論では，接合積からもとの環にひきもどす適当な手段がないので困難が大きいが，
本論文はその一つの方法を開発したものといえ，今後の理論の発展に寄与するところが大きい。よって
本論文は学位論文として価値あるものと認める。
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